
２０２２ 年度　　（２０２２年６月～２０２３年５月）

エコアクション21  環境経営レポート

■ 活動期間 ： 令和 ４ 年 6 月～令和 ５ 年 5 月 ■

豊  光  産  業  株  式  会  社

作成年月日 ： 令和５年12月５日
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１． 業務運営に関わる環境問題を常に念頭におき、環境汚染の予防に努め企業の社会

的責任を果たします。

２． 業務運営に関わる環境問題の法令、その他の社会的要求を遵守します。

３． 社員一人ひとりの環境保全意識を高め、次の項目を「環境活動重点テーマ」として

取組みます。

(1) 車両及び収集運搬車両燃料節減による二酸化炭素排出量の削減

(2) 使用電力量の削減

(3) 分別の徹底と廃棄物量の削減

(4) 水資源の節減

(5) 経営に関連した改善活動を通じて循環型社会の構築に貢献する

　　　・本社 事務の効率化、営業部の受注案件の向上を目指す。

　　　・門司事業所 最適な傭車率の構築・維持、倉庫稼働率最大化を図る。

　　　・長府事業所 請負作業の生産性向上を図る。

４． この環境方針達成のため、目標を設定し社内一体となった環境保全活動の推進に

努めます。また、必要な情報を社外に公開します。
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基 本 理 念

豊光産業株式会社は、環境問題に対する自主的な取り組みと、その継続的な改善を経営

平成20年5月30日制定
令和 5年6月1日改定

豊 光 産 業 株 式 会 社  

    代表取締役　廣 光 慧 大

環 境 経 営 方 針

の重要課題の一つとして位置付け、全ての事業活動を通じて環境に配慮し、その保全に

努めることにより「循環型社会の構築」に貢献することを基本理念とする。

基 本 方 針

豊光産業株式会社は、経営業務に関わる全ての活動において環境への影響を低減するた

めに次の基本方針に基づき積極的かつ持続的に環境へ配慮した事業活動を目指します。



１． 組織概要

1-1 事業所名 豊光産業株式会社
代表者名 代表取締役　廣 光 慧 大

1-2 所在地 本社　　　　　 　　〒800-0007　北九州市門司区小森江1丁目4番59号
門司事業所　　　〒800-0062　福岡県北九州市門司区大里元町1-21
長府事業所　　　〒752-0953　山口県下関市長府港町13-1（丸一ステンレス鋼管(株)内）

1-3 設立年月日 1950年6月14日

1-4 資本金 2000万円

1-5 環境管理責任者 課長　河田　慎次郎

連絡先 TEL ： 093-381-0363 FAX ： 093-381-1022

1-6 事業内容 一般区域貨物運送・取扱業、倉庫業、非鉄及び製鋼原料販売業
電機・機械・工具製品・計測器の仕入販売業、インターネット関連サービス事業、
構内作業請負、一般・産業廃棄物収集運搬業(構内受託作業のみ)、

1-7 事業年度 6月～翌年5月

1-8 事業規模 2021.6月～ 2021.6月～ 2022.6月～
2022.5月 2022.5月 2023.5月 

 売上高 百万円 786 930 958
 従業員数 人 65 63 56
 車両台数 台 19 19 19
注）従業員数は年度末の数です

1-9 事業沿革

1950年 旧門司市浜町にて創立

1953年 神鋼溶接材の保管・配送業務請負開始

1958年 下関市に長府営業所を開設
　神鋼長府北工場（現 丸一ステンレス鋼管）内作業請負開始

1961年 本社を旧門司市（現 北九州市門司区）小森江に移転

1964年 (資)小森江組を吸収合併
　神鋼門司工場（現 神鋼ﾘｰﾄﾞﾐｯｸ）内作業請負開始

1966年 神鋼電機特約店として電機品の販売開始

1972年 本社社屋新設、小倉営業所を開設
　神鋼溶接材の保管・配送業務を小倉営業所に移管

1985年 神鋼（現 神鋼ﾘｰﾄﾞﾐｯｸ）精密加工品の加工業務請負開始

1988年 神鋼電子材料部（現 ｼﾞｬﾊﾟﾝｽｰﾊﾟｰｺﾝﾀﾞｸﾀﾃｸﾉﾛｼﾞｰ）の業務請負開始

1993年 神鋼長府北工場（現 丸一ステンレス鋼管）のチタン精整の業務請負開始

1999年 小森江営業所内に環境保全班を新設
　一般・産業廃棄物収集運搬業務開始

2005年 小倉営業所を門司区門司倉庫に移転
　倉庫業を開始し、神鋼溶接材の保管・配送業務を移管

2006年 長府事業所内に環境保全班を新設
　産業廃棄物収集運搬業務開始

2008年 門司事業所門司倉庫内に銅管販売部を新設
　銅管の仕入販売業務を開始

2020年 門司事業所門司倉庫内の銅管販売部を撤退
　インターネット関連サービス事業を新設
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単位



1-10 一般・産業廃棄物収集運搬業の許可登録の内容
① 北九州市 一般廃棄物収集運搬業 許可番号 北九一廃 第163号

許可年月日 令和5年5月18日
有効期限 令和7年5月17日

② 福岡県　産業廃棄物収集運搬業 許可番号 第04000068785号
許可年月日 令和3年1月7日
有効年月日 令和8年1月6日

廃棄物の種類　・　廃プラスチック類、金属くず、ガラスくず等、燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、紙くず、木くず

　　繊維くず、動植物性残さ、ゴムくず、鉱さい、がれき類、ばいじん

③ 山口県　産業廃棄物収集運搬業 許可番号 第03500068785号
許可年月日 令和3年1月19日
有効年月日 令和8年1月18日

廃棄物の種類　・　廃プラスチック類、金属くず、ガラスくず、コンクリートくず、陶磁器くず、燃え殻、汚泥、廃油、紙くず

　　木くず、繊維くず、ゴムくず、鉱さい、がれき類、ばいじん

④ 熊本県　産業廃棄物収集運搬業 許可番号 第04305068785号
許可年月日 令和3年1月26日
有効年月日 令和8年1月25日

廃棄物の種類　・　木くず、金属くず、ガラスくず、コンクリートくず及び陶器くず、廃プラスチック類

1-11 施設等の状況（運搬車両の種類と台数）
一般廃棄物 ダンプ車（1台）、塵芥車（１台）
産業廃棄物 ダンプ車（1台）、塵芥車（1台）

キャブオーバー車（2台）、バン（2台） 　   以上、積替保管無し

1-12 処理実績（令和４年度）
門司事業所
　（株）KMCT門司ﾒﾀﾙﾌﾟﾛﾀﾞｸﾂ㈱・神鋼ﾘｰﾄﾞﾐｯｸ㈱・ｼﾞｬﾊﾟﾝｽｰﾊﾟｰｺﾝﾀﾞｸﾀﾃｸﾉﾛｼﾞｰ㈱の
　　3社より廃棄物収集運搬業務を行っています。

　　　　　　・一般芥 35,600 kg 　・珪砂 14,030 kg
　　　　　　・廃木ﾘｻｲｸﾙ 29,700 kg 　・がれき 0 kg
　　　　　　・紙ダンボール 570 kg 　・廃プラ 7,820 kg

長府事業所
　　神鋼長府工場内の㈱神戸製鋼所長府製造所・丸一ステンレス鋼管㈱の2社の
　　廃棄物を同工場敷地内「廃棄物ステーション」への収集を行っています。
　　重量ﾃﾞｰﾀは、把握していません。

1-13 組織図
　　・認証登録範囲 代表取締役
　　　　　全社全事業活動 廣光慧大

管理責任者

事務局

本　社 門司事業所 長府事業所

管理・営業 運輸･倉庫 構内作業 構内作業

推進員 推進員 推進員 推進員
(※) (※)

(※) 産業廃棄物収集運搬

環境管理推進委員会

従業員
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・役割分担表
活動内容

代表取締役 ・環境方針の設定をする
・EA21の実行に必要な資源（人的・物的・財務的）を用意する
・環境責任者を任命する
・EA21の全体的な取組状況を評価し、見直し、必要な指示を行う

環境管理責任者 ・環境経営システムを構築し維持する
・環境経営システムの構築・運用状況を代表取締役に報告する
・環境活動レポートを取りまとめる
・環境管理推進委員会を開催する

事務局 ・環境経営システム構築運用に関し補佐をする
・責任者の指示により調査検討を行う

環境管理推進委員会 ・原則として毎月開催し、実施状況の確認と必要な措置を検討する
・全体的な見直しのために必要なデータを集計する

各部の推進員 ・環境教育を推進する
・環境活動計画を具体的に実施し、報告書を作成する

2． 2022年度環境目標と実績及び評価
目標の達成状況と評価

2-1
当社は、2008年3月のエコアクション21の「認証・登録」以来、環境活動に取組んでいます。
過去3期の環境負荷実績及び活動期間の実績は下表のとおりです。

 '19年6月  '20年6月  '21年6月
 ～'20年5月  ～'21年5月  ～'22年5月 目標(※) 実績

　全社 569,941 550,330 540,755 535,348 538,969 △ -1%
・ 本社 9,324 7,827 8,473 8,388 17,479 × -108%
・ 門司事業所 526,429 509,139 497,896 492,917 485,089 〇 2%

・ 長府事業所 34,187 33,364 34,386 34,042 36,401 △ -7%

　全社 556 462 483 478 466 〇 3%
・ 本社 120 109 114 112 129 △ -14%
・ 門司事業所 436 353 369 365 337 〇 8%

・ 長府事業所 － － － - -

　全社 1,046 893 951 942 1,780 × -89%
・ 本社 123 101 93 92 81 〇 12%
・ 門司事業所 711 597 676 669 1,524 × -128%
・ 長府事業所 213 195 183 181 175 〇 3%

注） 二酸化炭素排出量の目標値はH23年度の電力事業者排出係数を使用して算出しております。
　　 　　（本社・門司事業所⇒九州電力、調整後CO2排出係数　0.463kg-CO2／kWh
　　　　　長府事業所⇒中国電力、調整後CO2排出係数 0.677 kg-CO2/kWh）
注） 達成率0％～-20％は△とし、-20％以下は×とする。
　　 　　（得意先の受注の変動により上記基準を設定する）

責任者

ｋｇ-CO2

㎥

ｋｇ

単位

過年度の実績 活動期間(2022年度)
負 荷
項目

集計区分

廃 棄
物 排
出量

排 水
量

二 酸
化 炭
素 排
出量

※ 直近実績（ '21.6～'22.5月）の1%削減値

'22.6月～'23.5月
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2-2 2023年度活動計画（2023.6月～2024.5月）
.

1) 二酸化炭素排出量の１％（対前年実績）削減

以下の活動の継続・徹底を図る。
① 夏場冬場の室内やトラックでのエアコンの使用は構わないが、設定温度を徹底する。
② 社有車両の運転時のエコ運転を指導し、実施する。
③ 昼休み時や休憩時など、人がいない状況では節電のため電源をオフにしておく。

2) 総排水量の１％（対前年実績）削減
① 生活水を使う際も節水することを意識する。

3) 廃棄物排出量の１％（対前年実績）削減
① 印刷するときは可能な限り裏紙を使用し、会議用にはプロジェクターを使用し印刷を控える。
② 古紙再生業者へ新聞を出し一般ごみの削減を図る。
③ 廃棄物を捨てるときは徹底して分別をする。

４) 本業を通しての社会貢献
倉庫積載率の向上を計り、重量における電力の低減を目指す。

５) 経営に関連した改善活動（受注先に関連する運送、倉庫等の受注案件の向上）
長府事業所においては、生産会議の開催など連携活動を構築し、クレームの再発を
引き続き防ぐ。門司事業所においては、営業活動を強化し、倉庫積載率の向上を計る。
本社においては、健康診断で2次診断の必要があった人に対し受診するようフォローを
強化する。
倉庫積載率の向上を計り、重量における電力の低減を目指す。

2-3 実績及び次年度の取り組み

・二酸化炭素排出量
前年より排出量を削減することできたが目標達成に至らなかった。
各部においては門司事業所以外で増加した。
本社は今年度から、より適正な排出量を算出するため役員3名の使用する車両の
燃費の排出量を計上したため大幅増となった。
また営業1名を増員したことで営業活動の活発化によりガソリン使用量が増加した。
長府事業所は構内使用車の稼働増加により軽油の使用量が増加がした。
次年度は、各運転者に対してアイドリングストップなどのエコ運転を意識させるように啓発を図る。

・総排水量
排水量は本社で増加となった。従業員の増員により使用量が増加したと思われる。
次年度は節水を継続し、削減に努める。
※） 長府事業所においては、上・下水は神鋼長府工場内の施設設備を利用しているために使用
　　 量のデータ値がないので、従業員への節水意識を図っています。

・廃棄物排出量
廃棄物排出量は、本社・長府事業所で減少した。
門司倉庫は昨年度の指摘を受けてストレッチフィルムの廃棄量を加算した分多くなった。
ストレッチフィルムの廃棄量を除けば、排出量は554kgとなり前年より減少している。
次年度も、引き続きごみの分別を徹底し、削減を行う。
また、生産性を向上させる中でゴミの産出量の低減にも繋げていきたい。

・本業を通しての社会貢献及び経営に関連した改善活動
長府事業所においては、生産会議の開催など連携活動を構築し、クレームの再発を引き続き防ぐ。
門司事業所においては、営業活動を強化し、倉庫積載率の向上を計る。
本社においては、健康診断で2次診断の必要があった人に対し受診するようフォローを強化する。



３． 次年度（2023年度）以降の目標

目標設定
基　　  準

2022年度
 '22年6月  '23年6月  '24年6月  '25年6月

 ～'23年5月  ～'24年5月  ～'25年5月  ～'26年5月

 二酸化炭素総排出量の削減 538,969 533,579 528,244 522,961
・ 本社 17,479 17,304 17,131 16,960
・ 門司事業所 485,089 480,238 475,436 470,681

・ 長府事業所 36,401 36,037 35,677 35,320

 総排水量の削減 466 461 456 452
・ 本社 129 127 126 125
・ 門司事業所 337 334 330 327

・ 長府事業所 － － － －

 廃棄物排出量の削減 1,780 1,762 1,744 1,727
・ 本社 81 80 79 79
・ 門司事業所 1,524 1,509 1,494 1,479

・ 長府事業所 175 173 171 170

 グリーン購入 調査 － － －

 社会貢献 未達 達成 達成 達成

 経営に関連した改善活動 継続 継続 継続 継続

 注） ・車両の燃料使用量は、仕事量の影響に左右される要因のため、活動目標の目安として
　一律毎期１％削減の値を掲げて活動をします。
・化学物質は、使用していません。

4． 環境関連法規違反・訴訟の有無

環境関連法規（廃掃法、消防法等）については、確認した結果、違反・訴訟等はここ1年間は皆無でした。
境関連法規並びに社会的要求事項に対しては、改善に努め、更なる環境保全活動制度向上を図る。

5． 環境関連の苦情・要望に関して

環境に関する苦情・要望等はありません。

6． 代表者による総括、指示

二酸化炭素排出量

営業従業員の増員と、案件の増加による顧客の訪問回数の増加により、燃費の使用量が増加した。
前年度より削減することができたが目標に至らなかった。
次年度は改めてエコ運転などの意識面を再度教育し、改めてエコ活動強化へ繋げようと考えている。

水使用量

本社においては、1名増員により、水道の使用が前年の状況を超える結果となった。
全社においては従業員の減少により目標に達成することができた。
次年度も引き続き、節水に努めるよう従業員に働きかけ、使用量の削減に努めたい。

環　境　目　標 単　位

2023年度 2024年度

ｋｇ-CO2

㎥

ｋｇ

2025年度



廃棄物排出量

廃棄物は、ストレッチフィルムの排出量を除けば従業員数の減少により一般芥の排出が削減される結果となった。

百万円/年 1029 1050 786 930

％ 100% 102% 76% 90%

総量 ton/年 594 570 550 541
総量％ ％ 100% 96% 93% 93%
原単位 ton/百万円 0.58 0.54 0.70 0.59

原単位％ ％ 100% 94% 121% 102%

総量 ton/年 749 556 462 483
総量％ ％ 100% 74% 62% 64%
原単位 ton/百万円 0.73 0.53 0.59 0.52

原単位％ ％ 100% 73% 81% 71%

総量 ton/年 1,333 1,046 893 951
総量％ ％ 100% 78% 67% 71%
原単位 ton/百万円 1.30 1.00 1.14 1.02

原単位％ ％ 100% 77% 88% 79%

 グリーン購入 決定 － － －

 社会貢献 検討 － － －

本業の環境活動 検討 － － －

CO2排出量総量とCO2売上高原単位の推移

CO2排出量の推移

2013年度 2022年度

958

202１年度

売上高

134%
 廃棄物排出量

の削減

－

－

143%
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1.86

0.56

98%

466
62%
0.49

67%

1,780

－

 総排水量の削減

 二酸化炭素
総排出量の削減

2019年度 2020年度単　位

93%
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91%
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CO2排出量の推移及び基準年対比

廃棄物排出量と廃棄物排出売上原単位の推移
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廃棄物排出量の推移及び基準年対比

排水量の推移

排水量の推移及び基準年対比
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